
協働テーマ

都有施設の温室効果ガス排出量等を見える化し、

都庁自らの取組をより推進したい！

課題

➢ 毎年度、都有施設の温室効果ガス排出量等を集計し、結果を公表しているが、施
設ごとの取組状況を各局・各施設側で意識しにくい。

【参考】 東京都知事部局等の温室効果ガス排出量等について

➢ 施設用途別のベンチマークの設定や、床面積別、築年別等で施設間の比較・分析
ができるようにするなど、自身の施設の状況を把握できるようにしたい。

➢ 視認性が良く比較検討のしやすいグラフ等で見える化し、各局のエネルギー管理の支
援に繋げたい。

背景

現場情報

都有施設の温室効果ガス排出量等を

調査及び集計し、法令に基づいた報告
及び公表を行っている。

環境局気候変動対策部

（計画課率先行動調整担当）

※現場への直接のご連絡は行わないでください

現場からの
コメント

➢ 東京都は、ゼロエミッション都庁行動計画に基づき、都有施設の温室効果ガス排出
量等の削減に取り組んでいる。

➢ 環境局は、各都有施設の電気・ガス等のエネルギー使用量の報告を年度始めに各

局に依頼・収集・集計し、温室効果ガス排出量等を算定した上で年度末に公表し
ている。

➢ 例えば、公表している数値は局単位としており、収集データは施設用途別などの省エ
ネ・創エネ対策の検討には活用しにくい状態である。

➢ 各施設のエネルギー管理担当者は自施設の温室効果ガス排出量等の把握にとど

まっており、他施設との比較を行えないことから、自施設の取組が進んでいるか、遅れ
ているか評価しづらい。

➢ 過去数年分の温室効果ガス排出量等のデータを提供可能。

➢ クラウドの利用は問わないが、快適に動作し、職員が容易に理解し操作できることが
望ましい。

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/own_efforts/results/2023jisseki
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